
 

＜２５－０６＞  

                                    ２０２５年２月 

先生各位 

 

 

「非結核性抗酸菌 感受性（耐性）検査」 

検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

 このたび､非結核性抗酸菌の感受性（耐性）検査試薬の現行試薬販売中止に伴い、測定

試薬および実施薬剤を変更させていただきます。 

 何卒ご高承賜りますようお願い申し上げます。 

 

謹白 

 

 

記 

 

 

■対象項目： 

項目 

コード 
検査項目名 変更理由 

８５６ 非結核性抗酸菌 感受性（耐性）検査 測定試薬の販売中止 

 

■変更実施日： 

２０２５年 4月 １日 （火） 検査実施分より 

 

以上 

 

※ 裏面をご覧下さい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

●非結核性抗酸菌 感受性（耐性）検査 

 非結核性抗酸菌（non-tuberculous mycobacteria : NTM）は発育の速さによって、遅発育抗酸菌 （slowly 

growing mycobacteria : SGM）と迅速発育抗酸菌（rapidly growing mycobacteria : RGM）に二分されま

す。SGM には、非結核性抗酸菌症で検出頻度が高い MAC（Mycobacterium avium と M. intracellulare）、

M. kansasii などが含まれます。RGM はほぼ環境菌ですが、ヒトに対する病原性を持つ菌として M. 
abscessus、M. fortuitum、M. chelonae が知られています。なかでも M. abscessus は 増加傾向にあり、

MAC、M. kansasii に次ぐ感染が報告されています。 非結核性抗酸菌症は多剤併用化学療法による長期間 

の治療を必要とするため、適切な薬剤選択が重要です。 

なお、この変更により、検査内容、測定試薬、実施薬剤を変更いたします。 

また、今回の変更はあくまで非結核性抗酸菌の変更であり、結核菌群に変更はございません。 

 

  新 現 

項 目 コ ー ド ８５６ 同 左 

検 査 項 目 名 抗酸菌 感受性(耐性）検査 同 左 

検 査 方 法 液体培地希釈法 同 左 

検 査 材 料 呼吸器材料／その他・菌株＊１ 同 左 

検 査 内 容 
遅発育 

抗酸菌薬剤感受性検査 

迅速発育 

抗酸菌薬剤感受性検査 

非結核性 

抗酸菌薬剤感受性検査 

測 定 試 薬 ブロスミックＳＧＭ＊２ ブロスミックＲＧＭ＊３ ブロスミックＮＴＭ 

実  施  薬  剤*４ ｶﾅﾏｲｼﾝ  （ＫＭ） ﾌｧﾛﾍﾟﾈﾑ  (ＦＲＰＭ) ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ （ＳＭ）  

ｱﾐｶｼﾝ  （ＡＭＫ） ｲﾐﾍﾟﾈﾑ (ＩＰＭ) ｴﾀﾝﾌﾞﾄｰﾙ （ＥＢ）  

ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ （ＣＡＭ） ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ (ＭＥＰＭ) ｶﾅﾏｲｼﾝ （ＫＭ）  

ｱｼﾞｽﾛﾏｲｼﾝ  （ＡＺＭ） ｱﾐｶｼﾝ (ＡＭＫ) ﾘﾌｧﾝﾋﾟｼﾝ （ＲＦＰ）  

ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ  （ＭＩＮＯ） ﾄﾌﾞﾗﾏｲｼﾝ (ＴＯＢ) ﾘﾌｧﾌﾞﾁﾝ （ＲＢＴ）  

ﾄﾞｷｼｻｲｸﾘﾝ  （ＤＯＸＹ） ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ (ＣＡＭ) ﾚﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ （ＬＶＦＸ）  

ﾓｷｼﾌﾛｷｻｼﾝ  （ＭＦＬＸ） ｱｼﾞｽﾛﾏｲｼﾝ (ＡＺＭ) ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ （ＣＡＭ）  

ｼﾀﾌﾛｷｻｼﾝ  （ＳＴＦＸ） ﾄﾞｷｼｻｲｸﾘﾝ (ＤＯＸＹ) ｴﾁｵﾅﾐﾄﾞ （ＥＴＨ）  

ﾘﾈｿﾞﾘﾄﾞ （ＬＺＤ） ﾚﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ (ＬＶＦＸ) ｱﾐｶｼﾝ （ＡＭＫ） 

ﾘﾌｧﾌﾞﾁﾝ （ＲＢＴ） ﾓｷｼﾌﾛｷｻｼﾝ (ＭＦＬＸ) 
 

  

ﾘﾌｧﾝﾋﾟｼﾝ （ＲＦＰ） ｼﾀﾌﾛｷｻｼﾝ (ＳＴＦＸ) 
 

  

ｴﾀﾝﾌﾞﾄｰﾙ （ＥＢ） ﾘﾈｿﾞﾘﾄﾞ (ＬＺＤ) 
 

  

ｲｿﾆｱｼﾞﾄﾞ  （ＩＮＨ） ｸﾛﾌｧｼﾞﾐﾝ (ＣＬＦ) 
 

  

ｴﾁｵﾅﾐﾄﾞ （ＥＴＨ） ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｻｿﾞｰﾙ 

       ･ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ 

(ＳＴ) 
 

  

薬 剤 数 １４ １４ ９ 

報 告 様 式 最小発育阻止濃度ＭＩＣ値（単位：μｇ／ｍＬ）をご報告いたします。 同 左 

所 要 日 数*５*６ ２ ～ ３ 週 同 左 

保険点数/判断料 ４００点／１５０点（微生物学的検査） 同 左 

備 考 ＊１： 

 

＊２： 

＊３： 

＊４： 

 

 

 

＊５： 

 

＊６： 

菌株の場合は、所定の保護ケースをご利用の上、常温保存

にてご提出ください。 

検査対象菌種は非結核性抗酸菌の遅発育菌です。 

検査対象菌種は非結核性抗酸菌の迅速発育菌です。 

同定された菌種により、遅発育抗酸菌用試薬（ブロスミック 

SGM）と迅速発育抗酸菌用試薬（ブロスミック RGM）のどちら

かを選択して検査いたします。実施薬剤の選択はできませ 

ん。 

所要日数は、薬剤感受性検査に入ってからの日数です。 

（分離培養および前培養（増菌培養）日数は含まれません） 

５週を越えて培養した培地上の菌株の場合、新鮮な培養菌

を得るために、株を再培養する期間が必要です。 

  

 

 



 

 

●抗酸菌検査フローチャート（推奨） 

 

※【】内の番号は項目コードです

顕微鏡検査

　塗抹（蛍光法）　【８５１】

　集菌塗抹（集菌法）【２６２１】

所要日数　　２　～　３　日

分離培養検査

分離培養　【８５３】

分離培養（液体培養法）【２６２３】

所要日数　　４週・８週

検体

＜喀痰・ＢＡＬＦ・胃液　など＞

核酸検出検査

　結核菌群ＰＣＲ　【８７８】

　ＭＡＣ　ＰＣＲ　【２８８２】

所要日数　　２　～　４　日

培養　陽性

抗酸菌同定検査

質量分析法【２６２０】

所要日数　２　～　４　日

所要日数　　３週・６週

陽性時　随時報告

薬剤感受性検査

所要日数　　３　～　５　週

遅発育抗酸菌（ＳＧＭ）

所要日数　　２　～　３　週

結核菌群用

非結核性抗酸菌用

迅速発育抗酸菌（ＲＧＭ）

所要日数　　２　～　３　週


